
在宅・介護施設群 

地方独立行政法人京都市立病院機構中期目標 概要 【第２期：平成27年4月1日～平成31年3月31日 4ヶ年】 （案） 

目標 

基本方針 

  ◆法人が掲げる理念の下，第１期中期目標期間に積み重ねた成果をいかし，市民のいのちと健康を支え
る最後の砦となる自治体病院として，必要な医療を提供する。 

 

 

  ◆市立病院は，第１期中期目標期間で整えた医療機能をいかし，救急医療，高度医療，感染症医療，
災害対策等の政策医療を中心に，地域の中核となる基幹的医療機関としての役割を果たすとともに，在
宅医療を担う地域の医療機関等と連携する。                                          
◆京北病院は，高度医療を提供する市立病院との一体的運営の下に，在宅医療機能を発揮するなど，
引き続き，地域に根差した医療機関としての役割を果たすとともに，京北病院の機能強化の検討を行う。                                                      
◆機構の経営面においては，第１期中期目標期間中に達成した市立病院における着実な収益の向上と
京北病院における単年度黒字化の実績を基に，引き続き経営基盤の確立に取り組む。 
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連携 

地域包括ケア体制 

【市立病院】 

高度な急性期医療の

提供 

病床の機能分化・連

携の下，地域の医療

施設等との役割分担，

連携・協力体制を構

築する 

【京北病院】 

急性期～在宅領域

への対応 

二次救急医療以上

は，市立病院等の急

性期医療施設と連携 

京北地域の医療確

保に注力する 

良質な医療提供に向けた重要事項 

２．安全な医療の提供 

市民に対して提供する医療サービス及び医療技術の向上 

 

 救急医療 

・三次救急を担う施設としての体制整備 

 感染症医療 

・感染症指定医療機関としての役割 

 大規模災害・事故対策 

・地域災害拠点病院としての使命 

   ・救急・災害医療支援センター（仮称）の整備 

 高度専門医療 

・地域医療支援病院としての取組 

・地域がん診療拠点病院としての取組 

・生活習慣病への対応（心疾患，脳血管疾患，

糖尿病治療への対応） 

 小児医療 

   ・低出生体重児への対応 

 周産期医療 

・地域周産期母子医療センター 

 専門外来 

  ・女性総合外来，男性専門外来，緩和ケア外 

  来，セカンドオピニオン外来等 

 健康長寿まちづくり 

  ・人間ドック，特定保健指導 

                     など 

 

 へき地医療 

・医療ニーズに即した適切な診療体制確保 

・訪問診療等の在宅医療を適切に提供 

 救急医療 

・京北地域唯一の救急告示病院 

・初期救急医療を的確に果たす 

 介護サービスの提供 

・施設介護サービス提供 

   （介護老人保健施設） 

・居宅介護サービス提供 

   （訪問看護，訪問リハなどの充実） 

 

 

市立病院 京北病院 

 地域の医療・保健・福祉サービス提供機関との連携 

  ・市立病院：地域のかかりつけ医との紹介・逆紹介， 

          地域連携クリティカルパスの適用拡大  

  ・京北病院：地域包括ケアの中心的役割 

地域包括ケアシステム構築への取組 

３．経営基盤の確立 

１．医療機能の充実 

市民に対する安心・安全な医療を提供するための運用体制の維持 

経営機能の強化，収益的収支の向上 

優秀な人材の確保・育成 

診療報酬の改定等，情報の収集及び分析を行い，的確な対応を

行うことで診療収入を確保するとともに，効率的な経営に努め，自

立した運営の下，適切な運営費交付金を中期計画に計上する 

職場環境を整備し，医療に関する倫理観と専門知識・技術を持っ

た職員の計画的な育成に努める 

その他業務運営に関する事項 
市立病院整備運営事業におけるＰＦＩ手法を活用することで，効率

的な病院運営を推進し，患者サービスの向上を図る 

医療安全に関する項目を新たに設置 

現目標の財務内容の改善をここに包含 

（理念）京都市立病院機構は 

○ 市民のいのちと健康を守ります 

○ 患者中心の最適な医療を提供します 

○ 地域と一体となって健康長寿のまちづくりに貢献します 


